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ぼくはカギを使って、ポーラを牢から救い出した。
「ありがとうネス。ケガはなかった?あなたは、わたしが思ってたとおりの人だったわ」
「そんな、照れるなあ。それよりもポーラ、ぼくの仲間になって、冒険の旅に出てくれない
かい。力を持った仲間が必要なんだ」
「あら、わたしはもうとっくにそのつもりよ。わたし、少しは超能力もあるし、このフライ
パンで戦うことだってできるし……」
ポーラーはそう言うと、フライパンをテニスのラケットみたいに振ってみせた。
「ね。それじやあ、これからこの村の東にあるリリパットステップに出発しましょう。そこ
には、あなたが探している物があるはずよ」
もちろん、ぼくに異存はない。さっそく小屋の外に出た。するとそこにはポーキーが!
「やい、ネス、カーペインターを倒したからっていい気になるなよ。オレは、オレの好きな
ようなやってやるさ。なんだよ正義の味方づらしやがって!」
ポーキーは捨てぜりふを残して、どこかに走りさっていった。
「あの子、わたしを誘拐して、あの牢に閉じこめた子よ。とっても感じの悪い子だったわ」
そう言ったのは、両手を腰に当たポーラ。ちよっとプンプンしてるみたい。
〓100へ
◆『フライパン』を入手した。アイテムリストにチェックして100△

